
 

  

 

 

 

 

特別勘定第 1 特約総合口 

2018 年度長期・短期基本ポートフォリオについて 
 

  特別勘定第 1 特約総合口の長期基本ポートフォリオおよび短期基本ポートフォリオにつきましては、毎年

度、見直しの検討を行っております。2018 年度につきましては、以下のとおり決定いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

○長期基本ポートフォリオ 

 

 

○短期基本ポートフォリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年度 2018年度
ウェイト 期待収益率 ウェイト 期待収益率

国内債券 31% 0.55% 国内債券 31% 0.50%
国内株式 26% 5.90% 国内株式 26% 6.00%
外国債券 13% 1.80% 外国債券 13% 1.70%
外国株式 26% 6.30% 外国株式 26% 6.30%
短期資産 4% 0.10% 短期資産 4% 0.00%
合計 100% 3.58% 合計 100% 3.57%

ウェイト ウェイト
29% 28%

国内債券 25% 国内債券 24%
為替ヘッジ外債 4% 為替ヘッジ外債 4%

31% 32%
11% 11%
26% 26%

外国株式 24% 外国株式 24%
アジア新興国株式 2% アジア新興国株式 2%

3% 3%
100% 100%合計

2017年度 2018年度

国内債券計

国内株式
外国債券
外国株式計

短期資産
合計

国内債券計

国内株式
外国債券
外国株式計

短期資産
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※ 長期基本ポートフォリオは 10 年程度、短期基本ポートフォリオは 1 年を前提としております。 
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（1）長期基本ポートフォリオについて 

・ 中長期的な経済構造、マーケット環境の変化に鑑み、各資産の期待収益率を変更しました。 

・ ただし、期待収益率の水準が前年度から大幅に変わらなかったため、ポートフォリオの構成は維

持しました。 

（2）短期基本ポートフォリオについて 

・ 市場見通し等を踏まえ、国内債券のウェイトを▲1％引き下げ、国内株式のウェイトを＋1％引き

上げました。 

 

（参考）当面の市場見通し 

 

 国内債券 ～ 海外金利が変動する局面でも、日銀の「長短金利操作付き量的質的金融緩和」を背景

に、国内の長期金利は安定的な推移が続く見通しです。日銀は現行政策を当面維持すると予想して

いますが、政策動向や海外金利に連れた超長期ゾーンの金利上昇には注意が必要です。 

 国内株式 ～ 短期間で株価が大幅に調整しましたが、企業業績・マクロ環境は引き続き良好な状況

にあります。当面は揉み合う展開が続くと思われますが、外部環境の落ち着きとともにバリュエー

ション面での割安感等を材料に相場は徐々に戻りを試すと見ています。ただし、為替の不安定な動

きが続いており、国内外の政治や金融政策に起因した更なる円高の進展には注意が必要です。 

 外国債券 ～ 好調な経済環境を背景に、米国では利上げペースの加速やインフレ期待の上昇、欧州

では金融緩和政策の見直しが意識され、足元の長期金利は大きく上昇しました。一方で、世界的に

インフレが加速する兆候は見られておらず、今後はマクロ指標や原油価格の動向等を睨みつつ、欧

米長期金利は落ち着きどころを探る展開を予想しています。 

 外国株式 ～ 市場は政治動向に左右される展開が続いており、当面現行水準付近で上下する展開を

想定しています。ただし、企業の業績見通しや経済環境は堅調さを維持していることに加え、足元

では長期金利の動きも安定しており、米政権の内政・外交に対する不透明感が和らげば、市場は上

昇基調に転じると予想しています。 

 短期資金 ～ 日銀による強力な金融緩和政策を背景に、国内の短期金利はマイナス圏での推移が続

いています。当面の間、国内のインフレは日銀が目標とする2%には届かず、大胆な政策変更は行わ

れないと考えられることから、短期金利は現行水準が続く見通しです。    

 外国為替 ～ 足元ではリスク回避の動きから急速に円高が進行しました。しかし、日米金融政策の

相違から金利差は拡大方向にあり、円／ドルは市場センチメントが落ち着くにつれて揉み合い局面

に移るとみています。一方で、欧州では景気改善に伴う金融政策の変更を見据え、緩やかなユーロ

高を見込んでいます。 

           

 

      

以  上 

 

 

 

次ページの「特別勘定特約に関する重要なお知らせ」についてよくお読み下さい 

 

※ 見通しは随時変更となる可能性があります。 
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